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長島町総合文化祭で来場者にお茶を振舞い、
伝統文化を楽しむ保育園児たち
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第
53
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大

会
が
11
月
22
日
、
指
江
庁
舎
前
を

発
着
点
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
中
学
生
の
部
と

一
般
の
部
に
19
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
午
前
10
時
の
号
砲
と
と
も
に

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
選
手
た
ち
は

青
く
澄
ん
だ
秋
空
の
下
を
駆
け
抜

け
、
長
島
路
を
一
本
の
タ
ス
キ
で

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

男
女
混
成
で
チ
ー
ム
を
編
成
す

る
中
学
生
の
部
は
、
14
区
間
に
９

チ
ー
ム
が
挑
み
ま
し
た
。
レ
ー
ス

は
、
川
床
中
Ａ
と
鷹
巣
中
Ａ
が

先
頭
を
競
り
合
う
展
開
と
な
り
、

真
っ
先
に
ゴ
ー
ル
へ
飛
び
込
ん
で

き
た
の
は
川
床
中
Ａ
で
し
た
。

　

一
般
の
部
は
、
オ
ー
プ
ン
参
加

を
含
む
10
チ
ー
ム
が
11
区
間
で
健

脚
を
競
い
、
１
区
か
ら
抜
け
出
し

た
平
尾
ラ
ン
ナ
ー
ズ
が
、
２
位
以

下
を
５
分
以
上
引
き
離
す
圧
倒
的

強
さ
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま

し
た
。

　

大
会
の
成
績
と
永
年
表
彰
は
次

の
と
お
り
で
す
。

永年表彰
20 年選手賞
濵島　俊一（東町漁協）
豎道　兼一（東町漁協）
尾﨑　伸也（長島ＮＲＣ）
15 年選手賞
増田　一夫（長島ＮＲＣ）
西崎　啓治（東町漁協）
竹中　　亮（長島町青年団）
下平　正明（東町漁協）
鶴長　孝司（平尾ランナーズ）
長元　耕平（東陸友会）
10 年選手賞
村上　繁己（長島町役場Ａ）
濵上　　潮（長島町役場Ａ）
米尾　定固（長島町役場Ｂ）
坂元　大輔（長島町青年団）
濵﨑　康寿（長島町青年団）
梅川　昭太（獅子島駅伝クラブ）

19 チームが長島路を駆ける
第 53 回長島一周駅伝競走大会

↑今大会から、中学・一般の部が一斉にスタート

→チーム一丸となり、一本のタスキをつなぐ

全体のトップでゴールした平尾ランナーズのアンカー
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町
政
へ
の
参
画
の
機
会
を
提
供
し
、ま
ち
づ
く
り
に
女
性
の
視
点
を
生
か
そ
う
と
11
月
17
日
、

指
江
庁
舎
で
長
島
町
女
性
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
10
人
が
出
席
し
、
町
当
局
に
対

し
て
農
業
振
興
や
観
光
問
題
、
環
境
美
化
な
ど
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

か
ら
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
と
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
町
と
し
て
安
定
収
入
に
つ
な
げ
る

農
業
経
営
と
後
継
者
育
成
、
も
し
く

は
農
業
後
継
者
の
確
保
に
努
め
る
政

策
な
ど
は
な
い
か
。

Ａ
町
で
は
、
後
継
者
が
魅
力
を
も
て

る
農
業
を
目
指
す
た
め
、
農
林
技
術

員
連
絡
協
議
会
に
依
頼
し
て
、
水
稲

の
裏
作
利
用
で
、
た
ま
ね
ぎ
生
産
を

導
入
し
、
葉
付
き
た
ま
ね
ぎ
で
出
荷

す
る
計
画
を
進
め
て
い
て
、
来
年
度

に
は
そ
の
実
績
が
報
告
で
き
る
。

Ｑ
茅
屋
港
で
、
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
が

無
駄
に
な
ら
な
い
消
費
化
に
繋
が
る

方
法
、
さ
ら
に
雇
用
確
保
に
つ
な
が

る
加
工
場
は
設
置
で
き
な
い
か
。

Ａ
「
沿
岸
漁
業
者
経
営
改
善
グ
ル
ー

プ
取
組
支
援
事
業
」の
制
度
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
漁
村
女
性
が
中
心
と
な
っ

て
、
水
産
物
の
加
工
・
販
売
な
ど
の

起
業
的
な
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
に

支
援
す
る
制
度
。
茅
屋
地
区
で
、
こ

の
よ
う
な
加
工
グ
ル
ー
プ
の
設
立
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
商
工
会
や
農
業
婦
人
部
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
の
つ
な
が
り
、
手
を
つ
な
ぎ

合
い
郷
土
長
島
の
女
性
の
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
な
女
性
主
体
の
組
織
づ

く
り
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
は
、
旧
東

町
が
平
成
14
年
度
を
最
後
に
解
散

し
、
再
結
成
に
元
町
婦
連
会
長
と
教

育
長
、
社
会
教
育
課
、
出
水
教
育
事

務
所
が
説
得
す
る
な
ど
相
当
の
努
力

が
な
さ
れ
た
が
反
対
意
見
が
強
く
結

成
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
旧
長
島

町
で
は
、
平
成
17
年
度
末
、
合
併
に

伴
い
解
散
を
決
定
し
た
。

　

今
後
は
行
政
主
導
で
な
く
、
住
民

自
ら
が
地
域
で
話
し
合
い
、
集
落
婦

人
会
同
志
が
活
動
を
共
に
す
る
な

ど
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
に
立

ち
上
が
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　

女
性
の
集
い
の
場
、
学
び
の
場
に

対
し
て
は
支
援
を
惜
し
ま
な
い
し
、

住
民
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
そ
の
と
き
に
行
政
が
協
力
し

た
い
。

Ｑ
長
生
園
の
外
出
許
可
や
外
泊
許

可
、
帰
宅
時
間
等
の
管
理
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
外
出
許
可
な
ど
は
慎
重
に
注
意
を

払
い
、
許
可
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
外
泊
、
外
出
の
申
し
出
は
本
人

や
家
族
が
行
い
、
用
件
・
園
出
時
間
・

食
事
要
否
・
帰
園
時
間
・
連
絡
先
を

聞
き
、各
担
当
者
に
つ
な
い
で
い
る
。

　

今
後
は
、
入
所
者
が
外
出
時
に
地

域
の
か
た
に
も
分
か
る
よ
う
、
許
可

証
を
首
に
か
け
る
な
ど
試
作
し
て
い

く
。

　

さ
ら
に
、
園
職
員
が
共
通
確
認
で

き
る
よ
う
、
内
容
・
項
目
な
ど
を
検

討
し
、
日
誌
を
早
急
に
作
成
す
る
。

Ｑ
黒
之
瀬
戸
物
産
館
建
設
で
、
な
ぜ

丘
を
切
り
崩
さ
な
い
と
な
ら
な
い
の

か
。
土
を
運
ん
で
動
か
し
、
海
を
汚

し
て
魚
貝
類
の
棲
息
を
脅
か
し
、
つ

い
に
は
消
滅
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

Ａ
物
産
館
建
設
は
、
現
在
、
駐
車
場

予
定
地
の
埋
め
立
て
を
し
て
い
る

が
、
国
道
の
高
さ
ま
で
埋
め
立
て
、

既
存
の
駐
車
場
を
国
道
の
高
さ
ま
で

下
げ
、
一
体
と
し
た
広
い
敷
地
と
し

て
利
用
す
る
。

　

現
在
の
崖
の
状
態
で
は
、
建
築
予

定
地
が
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
り

建
築
物
を
建
設
で
き
な
い
。
崖
を
安

定
勾
配
に
削
り
、
な
る
べ
く
敷
地
の

有
効
利
用
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。

大
き
く
切
土
を
す
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
ご
安
心
を
。

Ｑ
古
い
道
（
旧
道
）
が
そ
の
ま
ま
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
。旧
道
は
普
段
、

車
の
往
来
が
な
い
た
め
、
雑
木
や
雑

草
が
ひ
ど
い
。
旧
道
敷
き
の
道
路
管

理
対
策
は
ど
う
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
荒
れ
て
い
る
廃
道
敷
き
は
支
障
が

な
い
か
ぎ
り
、
接
し
て
い
る
土
地
所

有
者
に
で
き
る
だ
け
払
い
下
げ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
長
島
高
校
跡
地
の
利
用
方
法
と
し

て
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取

っ
て
い
る
の
か
。

　

校
舎
、
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

武
道
館
、
プ
ー
ル
と
全
て
の
施
設
が

整
備
さ
れ
て
い
る
学
校
が
無
駄
に
な

っ
て
い
く
よ
う
で
、も
っ
た
い
な
い
。

Ａ
町
と
し
て
は
、
高
校
跡
地
は
県
の

施
設
で
あ
り
、
独
自
に
判
断
が
で
き

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、
私
学
の
誘

致
な
ど
が
具
体
化
さ
れ
、
実
現
で
き

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
応
援

し
て
い
く
。

Ｑ
観
光
客
や
釣
り
人
に
よ
る
マ
ナ
ー

の
悪
さ
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。

ご
み
は
、
空
き
缶
拾
い
や
海
岸
清
掃

な
ど
に
地
域
住
民
が
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
排
泄
物
は
、
処
理
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
特
に
、
釣
り
ス
ポ
ッ
ト

と
な
る
海
岸
地
域
で
は
、
民
家
の
裏

や
野
原
、
雑
木
林
な
ど
に
排
泄
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
公
衆
ト
イ
レ
の

新
設
や
民
家
の
ト
イ
レ
委
託
な
ど
の

考
え
は
な
い
か
。

Ａ
各
漁
港
に
は
、
漁
港
美
化
標
識
や

禁
止
標
識
な
ど
で
釣
り
の
禁
止
、
ゴ

ミ
捨
て
禁
止
を
観
光
客
や
釣
り
客
に

呼
び
か
け
て
い
る
。
漁
港
に
仮
設
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
い
る
港
が
あ
る
。

た
だ
し
遊
漁
船
経
営
し
て
い
る
か
た

が
、
個
人
で
リ
ー
ス
し
、
町
か
ら
野

積
場
の
占
用
許
可
を
受
け
て
い
る
。

漁
港
や
海
岸
に
釣
り
人
の
た
め
の
ト

イ
レ
設
置
は
、
管
理
方
法
な
ど
検
討

す
る
と
難
し
い
。
観
光
客
や
釣
り
客

の
マ
ナ
ー
の
啓
蒙
、
啓
発
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
町
で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

は
、
失
敗
や
間
違
い
、
も
ち
ろ
ん
参

加
者
に
喜
ば
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ

た
と
思
う
が
、
担
当
課
だ
け
で
の
仕

事
で
終
わ
ら
ず
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
生
か
す
方
策
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
。

　

一
番
大
事
な
こ
と
は
長
島
町
役
場

の
職
員
、議
員
の
方
々
も
同
じ
だ
が
、

町
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
対

し
て
、
ど
れ
だ
け
の
協
力
体
制
が
で

き
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

Ａ
お
さ
か
な
祭
り
は
１
回
目
の
開
催

で
、
担
当
課
と
し
て
も
職
員
に
一
生

懸
命
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
説
明
し
、
理

解
し
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
た

が
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
十
分
担
当
課
を
指

導
す
る
。

　

お
さ
か
な
祭
り
は
、
事
業
目
的
で

あ
る
、
元
気
な
長
島
を
町
内
外
に
知

っ
て
も
ら
い
、
商
店
や
飲
食
店
の
売

上
げ
向
上
が
図
ら
れ
た
。

　

お
さ
か
な
祭
り
の
よ
う
な
初
め
て

の
イ
ベ
ン
ト
や
、
隔
年
で
開
催
し
て

い
る
「
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
」
な

ど
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
か
ら
は
課
長
会
な
ど

で
説
明
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
協
力
し
て
も
ら
う
職
員
と

の
打
ち
合
わ
せ
も
行
っ
て
、
職
員
間

で
共
通
認
識
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い

る
。

Ｑ
私
た
ち
の
女
性
の
会
の
声
は
、
町

政
に
届
く
の
か
。
こ
の
場
で
発
言
し

た
こ
と
が
、
よ
り
良
い
改
善
、
ま
た

は
よ
り
良
い
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

る
の
か
。

Ａ
女
性
の
会
な
ど
の
意
見
が
反
映
さ

れ
た
も
の
で
、
代
表
的
な
も
の
は
次

の
と
お
り
。

①
可
燃
ご
み
（
生
ご
み
）
の
週
２
回

　

収
集

②
本
浦
小
学
校
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
を

　

設
置

③
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ナ
イ
タ
ー
使

　

用
料
を
無
料
化

④
鷹
巣
小
学
校
で
学
童
保
育
を
実
施

⑤
長
島
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
マ
ナ
ー
の

　

注
意
書
き
を
掲
示

⑥
指
定
ゴ
ミ
袋
の
販
売
店
を
追
加　

　
（
獅
子
島
地
区
）

⑦
小
さ
い
ご
み
袋
を
衛
自
連
事
務
局

　
（
役
場
）
で
販
売

⑧
貸
出
図
書
の
時
間
外
返
却
箱
を
設

　

置
⑨
休
日
の
当
番
医
を
防
災
無
線
で
放

　

送
⑩
簡
易
水
道
水
の
汚
濁
解
消
（
北
方

　

崎
）

⑪
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

⑫
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細
動

　

器
）
の
設
置

⑬
救
急
自
動
車
の
購
入

Ｑ
農
産
物
の
遺
伝
仕
組
替
え
や
有
害

物
質
な
ど
が
検
出
さ
れ
、「
食
」
に

対
す
る
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
地

産
地
消
や
自
給
自
足
に
取
り
組
み
、

人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
、
自
然

農
法
へ
の
推
進
が
大
切
だ
と
思
う
。

良
い
品
質
・
よ
り
良
い
価
格
を
維
持

管
理
し
、
消
費
者
の
健
康
を
考
え
た

商
品
作
り
を
す
る
こ
と
が
、
今
後
の

課
題
と
考
え
る
。
町
で
建
設
さ
れ
た

堆
肥
舎
を
有
効
に
利
用
し
、
町
民
な

ど
に
開
放
で
き
な
い
か
。
利
用
す
る

に
あ
た
り
、
町
の
支
援
な
ど
も
必
要

に
な
る
と
思
う
。
農
家
の
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

Ａ
バ
レ
イ
シ
ョ
は
、
栽
培
・
農
薬
散

布
履
歴
の
記
帳
・
残
留
農
薬
の
保
管

方
法
な
ど
、
全
集
落
で
の
説
明
会
を

終
了
し
、
平
成
21
年
３
月
ま
で
に
県

の
認
証
を
得
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま

た
、
微
生
物
農
法
や
有
機
農
法
を
推

進
す
る
た
め
、
堆
肥
の
施
用
量
の
調

査
や
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
果
樹
や
本
年
度

試
作
す
る
た
ま
ね
ぎ
で
使
用
し
て
い

る
の
で
、
２
年
か
ら
３
年
後
に
は
結

果
が
報
告
で
き
る
と
思
う
。

　

堆
肥
舎
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
一
部
し
か
使
用
さ
れ
て

い
な
い
施
設
が
あ
る
が
、
委
託
し
て

い
る
管
理
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る

の
で
、
今
後
、
詳
細
を
詰
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
町
で
建
設
し
た
農
林
水
産
加
工
場

を
有
効
利
用
し
、
や
る
気
の
あ
る
人

を
募
集
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
新

た
な
加
工
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
さ

つ
ま
い
も
の
加
工
品
販
売
に
力
を
入

れ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
農
林
水
産
加
工
場
は
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
。
甘

藷
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
す
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
協
議
し
て
使
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
町
か
ら
も
相
談
で

き
る
と
思
う
。

女性の視点を町政に生かそう

平
成
20
年
度  

長
島
町
女
性
会
議

会
議
に
参
加
し
た
女
性
た
ち
と
町
４
役
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現

在

一般の申込者
月額収入 20 万円以下

裁量階層対象者
月額収入 26 万 8 千円以下

▼図 1　入居収入基準の見直し

改

正

後

一般の申込者
月額収入 15 万 8 千円以下

裁量階層対象者
月額収入 21 万 4 千円以下

▼図 2　家賃制度の見直し
家賃＝①家賃算定基準額×②規模係数×③市町村
　　　立地係数×④経過年数係数×⑤便利性係数

収入階層  Ⅰ Ⅱ . Ⅲ . Ⅳ Ⅴ . Ⅵ . Ⅶ . Ⅷ

家賃の変更なし 家賃負担の増 収入超過者

月額収入
～ 12 万 3 千円

月額収入
～ 20 万円

月額収入
～ 39 万 7 千円

月額収入
～ 10 万 4 千円

月額収入
～ 15 万 8 千円

月額収入
～ 31 万 3 千円

①家賃算定基礎額＝月額収入によって決まります
②規模係数＝現在　床面積÷ 70 ⇒改正後床面積 ÷65
③市町村立地係数＝市町村により決まります
④ 経 過 年 数 係 数 ＝ 住 宅 の 建 設 初 年 度 を 1 と し て、 毎 年 一
　定の率で減少します
⑤ 利 便 性 係 数 ＝ 受 託 の 設 備 や 立 地 条 件 に よ り 「0.7 か ら　
1 の範囲」 で決まります

　

公
営
住
宅
の
入
居
収
入
基
準

は
、
平
成
８
年
に
設
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
以
降
10
年
以
上
見
直
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
世
帯
所

得
の
変
化
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加

な
ど
に
伴
い
、
多
く
の
入
居
希
望

者
が
入
居
で
き
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
住
宅
困こ

ん
き
ゅ
う窮

者
に
対
し
、
公
営
住
宅
を
よ
り
公

平
・
的
確
に
供
給
す
る
た
め
に
制

度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
入
居
申
し
込

み
が
可
能
な
収
入
の
上
限
や
家
賃

制
度
の
見
直
し
で
す
。（
図
１
）

　

ま
た
、
公
営
住
宅
の
家
賃
は
、

入
居
者
の
収
入
や
住
宅
の
広
さ
、

建
物
の
経
過
年
数
な
ど
に
よ
っ
て

算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、「
①
家
賃
算
定
基
礎
額
」

と
「
②
規
模
係
数
」
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
月
額
収
入

が
10
万
４
０
０
０
円
以
下
の
世
帯

で
は
、負
担
増
は
生
じ
ま
せ
ん
が
、

　長島町立幼稚園では、平成 21 年度の新幼稚園児を募集し
ます。在園児で継続入園を希望されるかたは応募の必要はあ
りません。

●応募資格
　長島町に居住している次の児童が入園できます。
　３歳児　平成 17 年４月２日～平成 18 年４月１日生まれ
　４歳児　平成 16 年４月２日～平成 17 年４月１日生まれ
　５歳児　平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日生まれ
●募集定員
　鷹巣幼稚園　70 人　城川内幼稚園　35 人
　幣串幼稚園　35 人
●入園の手続き
　◇入園希望者は入園願書を各幼稚園に提出してください。
　　用紙は幼稚園および教育委員会教育総務課にあります。
　◇受付期間　平成 20 年 12 月 15 日（月）～
　　　　　　　　　　平成 21 年 2 月 2 日（月）

（ただし、土・日曜日、祝日、12 月 27 日～翌年１月 4 日は除く）
●保育料等
　◇保育料　月額３，５００円
　◇給食費　月額４，０００円
●保育時間等
　希望される幼稚園にお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　鷹巣幼稚園　　℡ (86)1268
　城川内幼稚園　℡ (88)5289
　幣串幼稚園　　℡ (89)3045

町立幼稚園の園児を募集します

　長島町教育委員会では、平成 21 年度奨
学資金の予約者を次の要領で募集します。
●奨学生の種類
　◇高等学校
　　採用人数　若干名　貸与月額　２万円
　◇大学等
　　採用人数　若干名　貸与月額　４万円
●応募資格
　長島町に保護者が居住し、平成 21 年４
月に高等学校・大学等に入学しようとする
かた、または在学中のかた
※奨学資金は、他の制度と二重に借りるこ
とはできません。
●提出書類
　◇奨学金貸与申請書
　◇奨学生推薦調書
　◇連帯保証人の所得証明書
　◇納税証明書（平成 20 年度分）
●提出期限　平成 21 年 2 月 2 日（月）

【提出および問い合わせ先】
　長島町教育委員会　教育総務課
　℡ (86)1111　内線 2221

長島町奨学資金の予約者募集

町
営
住
宅
の
入
居
条
件
等
見
直
し

　
平
成
21
年
４
月
か
ら
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
入
居
で
き
る
収
入
条

件
や
入
居
後
の
家
賃
制
度
が
見
直
し
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
的
な
見
直
し
で
す
。

月
額
収
入
と
は

　

例
え
ば
給
与
所
得
の

場
合
、
所
得
証
明
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
給
与

所
得
控
除
後
の
「
給
与

所
得
の
額
」
か
ら
「
世

帯
の
構
成
に
応
じ
た

額
」
を
月
額
換
算
し
た

も
の
で
す
。

10
万
４
０
０
０
円
を
超
え
る
世
帯

で
は
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
図
２
）

経
過
措
置
（
激
変
緩
和
措
置
）

　

既
に
町
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て

い
る
か
た
に
は
、
急
激
な
家
賃
の

負
担
増
を
避
け
る
た
め
に
施
行
後

５
年
間
で
段
階
的
に
新
家
賃
に
な

る
よ
う
激
変
緩
和
の
措
置
を
講
じ

ま
す
。

裁
量
階
層
対
象
者
と
は

　

高
齢
者
世
帯
・
障
害

者
世
帯
・
就
学
前
児
童

が
い
る
世
帯
な
ど
で

す
。

平 成 21 年
４ 月 か ら

平成 21 年１月 17 日（土）

すいせんめぐりコース（12 ㌔）　9 時 30 分スタート（所要時間約 3 時間）

古墳めぐりコース（6 ㌔）　9 時 40 分スタート（所要時間約 1 時間 30 分）

受　　付　8 時 30 分
開　　会　9 時 15 分（荒天時以外は実施）

発着地点　長島町文化ホール駐車場
参加資格　小学生以上で健康な人（定員 500 人になり次第締切）

参  加  料　小学生以上 一人 1,200 円（昼食代を含む　町内の小 ･ 中学生は無料）

申込締切日　平成 21 年 1 月 8 日（木）当日消印有効

■問い合わせ先
長島健康づくりすいせんウォーク実行委員会事務局

（長島町教育委員会 社会教育課内）
℡ (86)1111　内線 2231・2232・2233

2009 長島健康づくりすいせんウォーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　    参加者募集 　平成 21 年長島町消防出初め式を開催します。消防関係者だけで

なく、一般のかたがたのご来場をお待ちしています。

平成 21 年１月 11 日（日）

開　　会　午前８時 30 分
場　　所　鷹巣運動場（雨天時＝総合交流ターミナル施設）

内　　容
　◇町内の小学生、幼稚園児、保育園児の防火・防災ポスター展示
　◇消防車両、救急車両展示および体験乗車　◇消防団訓練披露
　◇消防団表彰　◇東・長島分遣所の救助技術披露
　◇放水競技　◇一斉放水　など
■問い合わせ先
　阿久根地区消防組合東分遣所
　℡ (86)0119

参観しよう  長島町消防出初め式
平成 21 年
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Tax ews税だより

　
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、
町

県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び

介
護
保
険
料
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
目

ご
と
に
納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
12
月
26
日
（
金
）
が
最
後
の
納

付
期
限
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
12
月
を
「
町
税
完
納
月

間
」
と
定
め
、
町
税
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
各
納
付
期
限
分
が
未
納

と
な
っ
て
い
る
か
た
に
は
、「
町
税

明
細
書
」
を
送
付
し
、
税
務
職
員
が

戸
別
に
納
税
相
談
に
伺
う
予
定
で

す
。

　
納
税
は
、
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
で
す
。
自
ら
進
ん
で
12
月
の
「
町

税
完
納
月
間
」
内
に
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
の

除
対
象
で
す

　

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
ま
た
は
年

末
調
整
で
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
20
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
額

だ
け
が
控
除
対
象
で
す
。証
明
書
は
、

税
務
課
で
発
行
し
手
数
料
は
無
料
で

す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
１
月
１
日
以
降

に
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
21
年

分
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
年
金
か

ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
か
た
は
、
本

人
以
外
の
申
告
に
は
使
用
で
き
ま
せ

町税滞納処分の公表
　長島町の平成 19 年度の収納率
は、前年度比 0.45 ポイント増の
93.9％、町税の滞納累計額は約
69,000 千円となっていて、税源
移譲等により町税滞納者が増える
傾向にあります。
　町では、自主財源確保と税の公
平性確保のため、納税の誠意が認
められないかたには、国税徴収法
第 47 条および地方税法に基づき、
財産調査を実施し、差押え（預金・
給与・不動産等）を行うなど、厳
正な姿勢で滞納処分に臨んでいま
す。
　平成 18 年度は、県税務職員短
期併任制度を導入し、さらに、平
成 19 年度からは、国税局ＯＢを
滞納整理指導員として雇用。また、
平成 20 年度は、住民税の一部を
県へ徴収委託するなど、町税滞納
の徴収を強化しています。これま
での滞納整理（債権差押等）は、
次のとおりです。
平成 18 年度
預貯金　　  　１件          8,000 円
生 命 保 険　　 ４ 件     323,205 円
給 与　　　　 １ 件     165,400 円
計　　　　　 ６ 件     496,605 円
平成 19 年度
預 貯 金  　 　13 件     192,525 円
生命保険          ４件   2,482,633 円
国税還付金      ６件      181,160 円
出資金　        17 件 ( Ｈ 20 年度充当 )

交付要求配当金 １件       95,800 円
計　                   43 件    2,952,118 円

　  　　　町県民税（４期）
12 月は　国民健康保険税（6 期）　の納付月です。
　　  　　介護保険料（6 期）
　　　　『納付期限は 12月 26 日（金）』
　　　
　　口座振替のかたは、12 月 25 日（木）に口座引き落しをします
ので、　預金残高等の確認をお願いします。   

12 月は
町税完納月間

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

２
月
２
日
ま
で
に
償
却
資
産
申
告
を

　

法
人
や
自
営
業
者
等
で
、
そ
の
事

業
に
必
要
な
償
却
資
産
（
家
屋
と
し

て
課
税
さ
れ
る
建
物
、
自
動
車
お
よ

び
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
お

よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
等
は
除

く
）
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の

所
在
・
種
類
・
数
量
・
取
得
時
期
・

取
得
価
格
・
耐
用
年
数
・
見
積
価

格
な
ど
、
償
却
資
産
課
税
台
帳
の
登

録
お
よ
び
価
格
決
定
に
必
要
な
事
項

を
、
２
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
償
却

資
産
の
所
在
地
の
市
町
村
長
に
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
期
限
内

申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
耐
用
年
数
が

変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
で
、「
減

価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す

る
省
令
」
が
改
正
さ
れ
、
機
械
お
よ

び
装
置
を
中
心
に
、
資
産
区
分
の
見

直
し
、
耐
用
年
数
の
変
更
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

改
正
後
の
耐
用
年
数
は
、
過
去
に

申
告
し
た
償
却
資
産
も
含
め
て
、
毎

年
1
月
1
日
に
お
い
て
所
有
す
る
す

べ
て
の
償
却
資
産
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
省
令
の
改
正
に
よ
り
耐
用
年
数

が
改
正
さ
れ
た
資
産
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
ト
ラ
ク
タ
ー

　

８
年　

→　

７
年

●
耕
う
ん
整
地
用
機
具

　

５
年　

→　

７
年

●
飼
料
作
物
収
穫
調
整
用
機
具

　

５
年　

→　

７
年

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

11
月
26
日
、
28
日
に
衛
自
連
の
理
事
に
よ
る
不

法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
不
法
投
棄
禁
止

の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

場
所
は
宮
ノ
浦
、
山
寺
、
塩
追
、
田
尻
、
城
川

内
、
幣
串
地
区
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
山
林
等

で
す
。
特
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
道
路
沿
い
の

山
林
へ
の
不
法
投
棄
が
多
く
、
誰
か
が
捨
て
る
と

次
々
に
捨
て
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
環
境
や
景
観
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
、ご
み
の
片
付
け
に
相
当
の
労
力
を
要
し
ま
す
。

　

ご
み
は
種
類
ご
と
に
出
す
日
が
決
め
ら
れ
、
適

正
に
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を

守
り
、
絶
対
に
不
法
投
棄
を
「
し
な
い
、
さ
せ
な

い
」
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
を
し
た
人
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

菓
子
袋
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
の

包
装
な
ど
の
ポ
リ
袋
、
は
み
が

き
粉
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
の
チ

ュ
ー
ブ
類
、
シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ

ン
ス
な
ど
の
ボ
ト
ル
類
、
カ
ッ

プ
麺
や
弁
当
容
器
な
ど
の
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
類
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
さ

ず
に
、
プ
ラ
マ
ー
ク
を
確
認

し
、
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

汚
れ
て
い
る
も
の
や
中
身
が

付
着
し
た
も
の
は
、
き
れ
い
に

洗
い
流
し
、
乾
か
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、レ
ジ
袋
に
入
れ
て
、

し
ば
っ
た
ま
ま
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

り
、
商
品
を
包
ん
で
あ
っ
た
も

の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
や
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
荷に

ひ
も紐
、
ハ
ン

ガ
ー
、
バ
ケ
ツ
な
ど
の
日
用
雑

貨
類
は
燃
え
る
ご
み
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

容
器
包
装
と
は

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

で
い
う
「
容
器
包
装
」 

と
は
、

商
品
を
入
れ
る
「
容
器
」
お

よ
び
商
品
を
包
む
「
包
装
」

で
あ
り
、
商
品
を
消
費
し
た

り
商
品
と
分
離
し
た
場
合
に

不
要
と
な
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
し
よ
う

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
は
多
種
あ
り
、

　

お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

ポリ袋・ラップ類

ボトル・チューブ類

トレイ・パック類

カップ類

その他プラスチックの
出し方

①プラマークを確認
　マークがなくても、材質がプ
ラスチックで商品を包んでいる
もので、商品が消費されると不
要になるものはすべて対象とな
ります。

③中をすすいで乾かす
　よく洗って乾かして出
さないと、異臭を放って
しまいます。
※ 食 用 油 な ど を 流 す と、
排水管がつまる原因にな
ります。油、マヨネーズ
などは最後まで使い切っ
てから出しましょう。

②異物を取り除く
　ホッチキスの針やセロテー
プ、金属、ガラスなどの異物が
混ざると、リサイクルする機械
が壊れたり、事故につながった
りすることがあります。

山林に投棄されたごみ
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INFORMATION

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
20
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
企
画
財

　

政
課　

℡
（
86
）
１
１
１
１　

　

内
線
１
２
５
６

料
金
割
引
を
実
施
中

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
（
鹿

児
島
道
路
）
で
は
、
並
行
す
る

国
道
３
号
等
の
混
雑
緩
和
を
検

証
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
に

よ
る
料
金
割
引
社
会
実
験
を
行

っ
て
い
ま
す
。

○
期
間
＝
平
成
20
年
11
月
11
日

　
（
火
）
か
ら
当
分
の
間
（
終
了

　

時
期
は
未
定
）

○
対
象
区
間
＝
市
来
Ｉ
Ｃ
～
鹿

　

児
島
西
Ｉ
Ｃ
（
鹿
児
島
道
路
）

○
割
引
内
容
＝
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
両
を

　

割
引
対
象
と
し
ま
す
。

①
通
勤
割
引
（
午
前
６
～
午
前

　

９
時
、
午
後
５
時
～
午
後
８

　

時
）
…
全
車
種
で
５
割
引

②
深
夜
割
引
（
午
前
０
時
～
午

　

前
４
時
）
…
全
車
種
で
５
割

　

引
（
休
日
は
、
平
成
21
年
２

　

月
１
日
以
降
は
３
割
引
）

③
平
日
夜
間
割
引
（
午
後
10
時

　

～
午
前
０
時
）
…
全
車
種
で

　

３
割
引

④
休
日
昼
間
割
引
（
午
前
９
時

　

～
午
後
５
時
）
…
軽
自
動
車

　

等
お
よ
び
普
通
車
で
５
割
引

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

　

西
日
本
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
１
２
０
‐
９
２
４
８
６
３

中
小
・
小
規
模
企
業
を
応
援

　

九
州
経
済
産
業
局
で
は
、
中

小
・
小
規
模
企
業
を
全
力
を
あ

げ
て
応
援
し
て
い
ま
す
。

○
緊
急
保
障
の
対
象
業
種
を
６

　

１
８
業
種
に
拡
大
＝
対
象
業

　

種
の
か
た
は
、
一
般
保
証
８

　

千
万
円
に
加
え
て
、
別
枠
で

　

８
千
万
円
（
担
保
が
あ
る
か

　

た
は
、
一
般
保
証
２
億
円
に

　

加
え
て
、
別
枠
で
２
億
円
）

　

ま
で
の
保
証
を
利
用
で
き
ま

　

す
。

○
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
＝

　

全
業
種
の
か
た
が
、
４
億
８

　

千
万
円
（
中
小
企
業
の
か
た
）、

　

４
・
８
千
万
円
（
小
規
模
企

　

業
の
か
た
）
ま
で
利
用
で
き

　

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
九
州
経
済
産

　

業
局　

産
業
部
中
小
企
業
課　

　

℡
０
９
２
（
４
８
２
）
５
４
４
８

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　

全
国
の
警
察
で
は
、
毎
年
１

月
10
日
を
「
１
１
０
番
」
の
日

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
は
１
月
10
日
（
土
）

が
「
１
１
０
番
」
の
日
と
な
り

ま
す
。
統
一
標
語
は
『
緊
急
時

あ
な
た
を
守
る　

１
１
０
番
』

『
相
談
は　

安
心
ダ
イ
ア
ル　

＃

９
１
１
０
』
で
す
。

　

１
１
０
番
は
、
警
察
へ
の
緊

急
手
段
で
、
す
べ
て
警
察
本
部

の
通
信
指
令
室
で
受
理
し
て
い

ま
す
。
事
件
、
事
故
な
ど
警
察

に
よ
る
緊
急
の
対
応
を
必
要
と

す
る
場
合
は
、
迅
速
な
１
１
０

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
対
応
を
必
要
と
し
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、

○
阿
久
根
警
察
署

　

℡
（
73
）
０
１
１
０

○
警
察
相
談
専
用
電
話

　

℡
＃
９
１
１
０
（
24
時
間
、　

　

年
中
無
休
で
対
応
）

に
電
話
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

１
１
０
番
の
有
効
か
つ
適
切
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
各
種
相
談
電

話
と
し
て

○
女
性
の
た
め
の
相
談

　

℡
０
９
９
（
２
０
６
）
７
８
６
７

○
少
年
の
悩
み
・
い
じ
め
相
談

　

℡
０
９
９
（
２
５
２
）
７
８
６
７

○
悪
質
商
法
等
の
生
活
経
済
事

犯
の
相
談

　

℡
０
９
９
（
２
５
８
）
７
９
４
０

○
暴
力
団
・
薬
物
・
け
ん
銃
等

の
相
談

　

℡
０
９
９
（
２
５
５
）
０
１
１
０

○
運
転
免
許
証
更
新
等
の
手
続

き・
阿
久
根
警
察
署
で
の
手
続
き

　

℡
（
73
）
０
１
１
０

・
県
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
で

の
手
続
き

　

℡
０
９
９
（
２
６
６
）
０
１
１
１

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
い
ま
だ
に
い
た
ず
ら

電
話
が
多
数
あ
り
ま
す
。
い
た

ず
ら
電
話
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
真
に
緊
急
性
を
必
要
と
す

る
電
話
の
受
理
が
遅
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
た
ず
ら

電
話
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
に
注
意
を

　

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ

お
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個

人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

今
般
、
与
党
に
お
い
て
決
定

さ
れ
た
「
定
額
給
付
金
」
に
つ

い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の

連
絡
や
給
付
を
行
う
段
階
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
給
付

の
方
法
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、

速
や
か
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
定
額
給
付
金
」

に
関
し
て
、

○
市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

○
市
区
町
村
や
総
務
省
な
ど
が
、

「
定
額
給
付
金
」
の
給
付
の
た
め

に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込
み
を

求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

○
現
時
点
で
、
市
区
町
村
や
総

務
省
な
ど
が
住
民
の
皆
さ
ん
の

世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
区
町

村
や
総
務
省
（
の
職
員
）
な
ど

を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
、

迷
わ
ず
町
や
最
寄
り
の
警
察
署

（
ま
た
は
警
察
相
談
電
話
（
＃
９

１
１
０
））
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、

所
得
の
低
い
世
帯
、
障
害
を
持

つ
人
や
介
護
を
要
す
る
高
齢
者

が
同
居
し
て
い
る
世
帯
に
対
し

て
、
地
区
の
民
生
委
員
の
援
助

と
指
導
に
併
せ
て
、
低
い
利
率

（
修
学
資
金
及
び
療
養
介
護
等
資

金
は
無
利
子
）
で
資
金
の
貸
付

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
世
帯
の

経
済
的
自
立
と
生
活
意
欲
の
助

長
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

貸
付
制
度
で
す
。

　

ご
相
談
・
申
し
込
み
は
、
地

区
の
民
生
委
員
を
通
じ
て
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
資
金
の
種
類
＝
福
祉
資
金
（
転

　

居
費
用
や
住
宅
の
改
修
費
な

　

ど
）、
修
学
資
金
（
入
学
金
や

　

授
業
料
な
ど
）
お
よ
び
療
養
・

　

介
護
等
資
金
（
医
療
費
や
介

　

護
保
険
料
の
支
払
い
な
ど
）　

　

な
ど
９
種
類

○
貸
付
主
体
＝
県
社
会
福
祉
協

　

議
会

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
長
島
町
社
会

　

福
祉
協
議
会　

℡
（
86
）
０

　

１
９
０

県
労
働
委
員
会
「
個
別
労
働

関
係
紛
争
」
の
あ
っ
せ
ん

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々

の
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
に

生
じ
た
労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
す
る

た
め
、
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。
解
雇
、
い
じ
め
、
セ
ク

ハ
ラ
、
賃
金
の
引
下
げ
な
ど
、

労
使
双
方
か
ら
話
を
伺
い
、
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
が
で
き
る

よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

○
受
付
時
間
＝
平
日
の
午
前
８

　

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

○
申
請
方
法
＝
あ
っ
せ
ん
を
希

　

望
さ
れ
る
場
合
は
、
労
働
委

　

員
会
に
申
請
書
を
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
相
談
・
申
請
は
、
県
内
各
地

　

域
振
興
局
・
各
支
庁
の
総
務

　

企
画
課
で
も
で
き
ま
す
。

○
費
用
＝
無
料
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
県
労
働
委
員

　

会　

℡
０
９
９
（
２
８
６
） 

　

３
９
４
３

介
護
体
験
講
座
の
ご
案
内

　

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ

ー
で
は
、
介
護
体
験
講
座
を
実

施
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
一
般
成
人
団
体

を
対
象
に
、
車
い
す
体
験
や
高

齢
者
疑
似
体
験
な
ど
を
と
お
し

て
、
高
齢
者
の
気
持
ち
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

○
日
時
＝
原
則
水
曜
日
開
催
（
標

　

準
体
験
時
間
…
２
時
間
）

○
場
所
＝
介
護
実
習
・
普
及
セ

　

ン
タ
ー
（
か
ご
し
ま
県
民
交

　

流
セ
ン
タ
ー
内
）

○
内
容
＝
車
い
す
体
験
・
高
齢

　

者
擬
似
体
験

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
県
介
護
実

習
・
普
及
セ
ン
タ
ー　

℡
０
９

９
（
２
２
１
）
６
６
１
５
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

で
た
あ
ー
っ  

わ
ん
つ
ー
ぱ
ん
つ
く
ん

ガ
モ
ウ
ひ
ろ
し  
著

寂聴あおぞら説法  Ⅳ
瀬戸内  寂聴  著

　あぱれるわーるどのみんなが楽しみにしている「あぱ
れるあっぱれ祭り」。みーぐるーぷのきばみーたちがジャ
マをしに来たのを見破ったぱんつくんですが、ワナには
まって大ピンチ・・・。

　

目
の
前
で
講
話
を
聞
い
て
い
る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
く
易
し

い
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。辛
い
と
き
に
こ
の
本
を
読
め
ば
、

き
っ
と
癒
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

子
等
の
机
い
ま
も
二
階
に
柿
明
か
り　
　
　

二
階
堂
妙
子

蓑み
の

虫
や
衣き

ぬ

は
手
織
の
木
綿
糸　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

抱
き
上
げ
し
孫
の
重
み
や
い
わ
し
雲　
　
　

山
嵜
加
代
子

残
菊
や
潤
み
大
き
く
月
の
傘　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

生
命
線
継
ぎ
足
す
技
か
柿
熟
す　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

鮮
や
か
に
色
づ
く
木
々
や
秋
深
し　
　
　
　

関　

佳
代
美

雲
垂
る
る
山
田
の
上
を
一
文
字
杉す

ぎ
ふ生

め
が
け
て
雉き

ぎ
す子

飛
び

た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

生
前
に
今
一
度
会
ふ
願
ひ
を
ば
叶
へ
ぬ
ま
ま
に
義あ

に兄
は
逝

き
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

茜
射
す
西
海
の
空
に
雲
わ
き
て
見
へ
隠
れ
し
つ
夕
陽
は
沈

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

何
も
な
き
戦
後
と
い
へ
ど
夢
は
み
て
楽
し
か
り
し
よ
今
に

思
へ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

篤
姫
の
生
ま
れ
し
お
屋
敷
訪
ね
来
し
大
老
松
の
茂
る
海
辺

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

山
峡か
い

の
朝
の
冬
空
澄
み
渡
り
窓
に
射
す
日
は
わ
れ
に
優
し

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

遅
ま
き
の
大
根
や
う
や
く
芽
吹
き
い
て
競
り
合
ふ
如
く

日
々
に
伸
び
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

う
ち
続
く
事
件
の
文
字
の
無
き
日
な
く
今
朝
も
ま
ば
ら
に

新
聞
開
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

木
枯
ら
し
の
朝
の
落
葉
は
ピ
カ
ソ
の
絵
掃
く
手
休
め
て
暫

し
見
と
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

黒
雲
の
広
が
り
来
れ
ば
海
よ
り
の
音
な
き
雨
が
濡
ら
し
て

過
ぐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

季
節
ご
と
多
様
の
花
の
咲
匂
ふ
フ
ェ
リ
ー
着
場
の
潤
ひ
て

お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

晩
秋
の
西
陽
か
が
よ
ふ
黒
の
瀬
戸
の
満
潮
に
立
つ
心
ひ
ろ

げ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

俳
句

廃
船
に
鵜
の
佇
た
た
ず

み
て
寒
落ら

っ
き暉

　
　
　
　
　
　
川
添
　
行
秋

嵯
峨
野
里さ

と

庵い
お
りの

塩
の
通あ

け
び草

か
な
　
　
　
　
　
笹
元
　
政
美

軒
低
く
蜑あ

ま

の
家
あ
り
干
大
根
　
　
　
　
　
　
桐
野
　
眞
実

短
歌

間
近
な
る
今
年
も
く
れ
る
早
い
事
良
い
事
無
き
や
明
年
待

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

幕
末
に
身い

の
ち命

を
か
け
て
江ま

ち戸
守
る
國
士
な
る
か
や
天
璋
院

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

白
神
の
緑
ふ
か
さ
に
朴
の
花
浮
き
立
つ
白
は
天
使
の
ご
と

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

町
長
動
静　

11
月

１
‐
２
日　

長
島
お
さ
か
な
祭
り
（
町
内
）

４
日　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
（
鹿
児
島
市
）

７
‐
８
日　

都
道
府
県
国
保
直
診
開
設
者
協
議
会
ほ
か
合
同
会
議

（
東
京
都
）

９
日　

第
16
回
あ
づ
ま
マ
ン
ダ
リ
ン
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会

（
長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
）

10
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

11
‐
12
日　

第
２
回
行
財
政
委
員
会
（
大
分
県
）

13
日　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

14
日　

景
観
協
定
団
体
認
定
書
授
与
式
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

長
島
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
風
力
発
電
所
完
成
式
典
（
町
内
）

15
‐
16
日　

県
国
保
地
域
医
療
学
会
（
鹿
児
島
市
）

17
日　

長
島
町
女
性
会
議
（
指
江
庁
舎
）

18
日　

北
薩
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
九
州
地
方
整
備
局
要
望

（
福
岡
県
）

19
日　

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
伝
達
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

長
島
水
産
マ
イ
ス
タ
ー
塾
開
校
式
（
長
島
町
役
場
）

20
日　

長
島
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
促
進
協
会
陳
情
（
鹿
児
島
市
）

21
日　

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

水
産
関
係
者
意
見
交
換
会
（
鹿
児
島
市
）

22
日　

関
東
な
が
し
ま
会
（
東
京
都
）

25
日　

第
39
回
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
定
期
総
会
お
よ
び

　
　
　

新
過
疎
法
制
定
実
現
総
決
起
大
会
（
東
京
都
）

26
日　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

総
務
省
陳
情
（
東
京
都
）

27
日　

水
産
振
興
・
漁
村
活
性
化
推
進
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
区
大
会
（
東
京
都
）

　青少年育成県民会議と県では、青少年の自

立の精神と豊かな感性のかん養、国際的感覚

やふるさとを愛する心の醸成を目的とした

「郷土（ふるさと）に学び・育む青少年運動」

を展開しています。

　このような中で、今日のさまざまな青少年

問題を抱えている現状を踏まえ、第３日曜日

の「家庭の日」を改めて見直す機会にすると

ともに、家族みんなで明るい家庭づくりが実

践されるように、絵画・ポスター・標語を小

中学生から募集しました。

　この作品募集に町内から応募し、３人が入

賞しました。入賞者（優秀賞以上）は次のと

おりです。

《絵画の部》
　最優秀賞　本越　弘樹（田尻小 5 年）
《ポスターの部》

　努  力  賞　白濵　小鉄（獅子島中 3 年）
《標語の部》

　優  良  賞　大戸　真衣（蔵之元小 6 年）

応募数＝絵画・ポスターの部：延べ 353 校・1,456 点
　　　　標語の部：177 校・7,219 点

「家庭の日」絵画・ポスター・標語

本町から３人入賞

　

長
島
町
が
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
を

受
け
、
11
月
19
日
、
役
場
町
長
室
で
伝

達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
宮
﨑
尚
久
鹿
児
島
社
会
保

険
事
務
局
長
か
ら
川
添
健
町
長
へ
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
県
内
の
年
金
平
均
収

納
率
は
60
％
台
で
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町

村
が
前
年
比
を
下
げ
て
い
る
の
に
対

し
、
本
町
の
収
納
率
は
77
・
４
％
、
前

年
比
が
１
・
２
％
上
昇
し
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま

し
た
。

  年金の収納率上昇

本町に社会保険庁長官表彰

表彰状を受け取り喜ぶ川添町長ら
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

南と茅屋が栄冠に輝く中 第３回長島町壮年ミニバレーボール大会

国レベルの演奏を堪能
出水中央高校吹奏楽部演奏会

温まる日本民話を楽しむ心 第 12 回子ども芸術劇場人形劇

　第 3 回長島町壮年ミニバレーボール大会が、10 月
28 日から 30 日までの 3 日間、Ｂ＆Ｇ海洋センター体
育館で行われました。
　この大会には、男子 17 チーム、女子 17 チームの
合計 34 チームが出場し、熱戦が繰り広げられました。
　大会の結果は次のとおりです。
男子の部【1 位】中南　【2 位】蔵中　【3 位】茅屋・
脇崎Ａ　女子の部【1 位】茅屋　【2 位】くらちゅう　【3
位】おてくち・指江Ａ

　出水中央高校吹奏楽部による演奏会が 11
月 16 日、長島町文化ホールで開催されまし
た。
　当日は、定員 800 席が満席となる盛況ぶ
りで、演奏会は『Ｇ１ファンファーレ』で幕
をあけ、『スラヴ行進曲』や『崖の上のポニョ』
などのポピュラ－・ミュ－ジック、踊りなど
変化に富む全 23 曲が披露されました。特に

『ペコリナイト』『花笠音頭』では、部員 89
人が身体を動かしながら楽器を演奏すると、
会場から大きな拍手が沸きあがり、約２時間
がとても短く感じるほどのコンサートとなり
ました。
　同部は、本年 11 月上旬に行われた日本管
楽合奏コンテスト全国大会に九州代表として
出場し、2 年連続で「最優秀賞」を受賞する
ほどの実力です。

　 子ども芸術劇場人形劇が 11 月 12 日から 14 日の３
日間、それぞれ獅子島アイランドセンター、長島町保
健福祉センター、長島町文化ホールの３会場で開催さ
れました。
　当日は、埼玉県の人形劇団そらいろが『かさじぞう」
を上演し、総勢 350 人の親子が観劇しました。各会
場とも観客と劇団が一体となり、心温まる日本民話の
傑作劇を楽しんでいました。

↑全国で活躍する出水中央高校吹奏楽部の演奏会

↓白球を追いかける選手たち

↑「かさじぞう」を上演する劇団

全

通安全を再認識させたい
中学校へ交通安全グッズをプレゼント

大なモザイクアートが完成巨 鷹巣中学校文化祭

化協会写真部が初出展文 第３回長島町総合文化祭

交

↑練習を重ねたマーチ
ングを披露する幼稚園
児たち

←文化ホールの玄関に
は、色とりどりの菊の
花が飾られた

　阿久根地区交通安全協会東支部は 11 月 17 日、川
床中学校と鷹巣中学校に、交通安全グッズをプレゼン
トしました。
　川床中学校では、石橋親信支部長から池水秀行校長
へ、自転車用のホイールリフレクター（反射器）と反
射タスキ 14 人分が手渡されました。
　グッズを受け取った池水校長は「部活で遅くなる生
徒が多い。これを機会に交通安全を再認識させたい」
と話していました。

　鷹巣中学校の３年２組はクラス全員を描いたモザイ
クアートを製作、６日の文化祭で発表しました。縦４
㍍横６㍍で、生徒たちは写真を基に A3 用紙 200 枚に
１㌢四方の画用紙を張り、２週間ほどで仕上げました。
　作品は、体育館の側面に設置され、文化祭の観覧に
訪れた保護者らを驚かせていました。

　第３回長島町総合文化祭が 11 月８日、９
日の２日間、長島町文化ホールとＢ＆Ｇ海洋
センター体育館でありました。
　文化ホールでは舞台発表が行われ、津軽三
味線、和太鼓、大正琴などの演奏や、お遊戯、
日本舞踊、フラダンスなどの熱演が披露され
ました。
　体育館の展示部門では、町内の保育園、幼
稚園、学校から出展された作品、町文化協会
会員らの盆栽、陶芸、華道、九州の滝百選の
写真などバラエティ豊かな作品が展示され、
来場者の目を楽しませていました。
　今年は、町文化協会に写真部が新設され、
同部の部員たちが撮影した町内の写真もお披
露目されました。
　同部の部員たちは「風車やツルの北帰行を
中心に出品した。将来は長島 100 景をつく
りたい」と張り切っていました。

↓池水校長へグッズを手渡す石橋支部長（左）

↑大きさに驚き、モザイクアートを撮影する保護者ら
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まちの話題My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

業用軽トラックを購入作 福祉助成財団からぽんぽこ村に助成金

内外の剣士が集う
マンダリン旗争奪少年剣道大会

きのいいブリをありがとう生 東町漁協青壮年部が４施設を慰問

　障害者の福祉向上を目的とした事業を行っている財
団法人みずほ福祉助成財団から、ＮＰＯ法人長島福祉
作業所ぽんぽこ村に助成金が贈られることが決定し、
11 月 18 日に同作業所で贈呈式がありました。
　式では、同財団から同作業所の大堂和枝理事長へ助
成金 90 万円が手渡され、助成金で購入された軽トラッ
ク１台がお披露目されました。
　この軽トラックは、同作業所の活動のために有効に
活用されます。

　第 16 回あづまマンダリン旗争奪少年剣道
大会が 11 月９日、長島町総合町民体育館で
開催されました。
　この大会には、小学生の部に 47 チーム、
中学生男子の部に 40 チーム、中学生女子の
部に 28 チームの計 115 チームが出場。県内
外の剣士たちが、日ごろの稽古の成果を披露
しました。中学生女子の部では、本町から出
場した鷹巣中 A が３位入賞を果たしました。
　今大会の優勝チームは次のとおりです。
◇小学生の部
　優勝　しげとみ剣道スポーツ少年団 A
◇中学生男子の部　優勝　伊集院剣心館
◇中学生女子の部　優勝　鹿北中学校

　東町漁協青壮年部は 11 月 26 日、町内４つの高齢
者福祉施設に、部員が育てた養殖ブリを寄贈しました。
　養護老人ホーム長生園では、入所者が見守る中、同
部の竹上裕記部長が福守敏さんに「おいしく食べてく
ださい」と声をかけながら、箱詰めされたブリのフィ
レを手渡しました。
　ブリを受け取った福守さんは「苦労して育てても
らった生きのいいブリをありがとう」とお礼を述べま
した。

↑激しく競い合う剣士たち

↓購入された軽トラックを披露

↑入所者へブリを手渡す竹上部長

県
業  文化  福祉に多大な貢献

下塩見さんに高齢者叙勲
身の障害乗り越え尽力自 岩下さんに県知事表彰

童たちがいきいきと発表児 へき地・小規模校連盟研究会

産

↑他校の教職員たち
が、１年生の授業風景
を視察

←３年生と４年生の複
式学級で、元気に音読
する児童たち

　汐見の下塩見三好さん
が 高齢者叙勲で旭日単
光 章 を 受 章 さ れ、11 月
５日 、役場町長室で川
添健町長から下塩見さん
に伝達されました。
　 下 塩 見 さ ん は、 昭 和
46 年４月に旧長島町議
会議員に初当選以来、連
続４期 16 年にわたり在
職し、同議会の各委員会
委員長をなど歴任され、
産業の振興、文化、福祉
の向上などに多大の貢献をされました。
　叙勲を手にした下塩見さんは「皆さんのご指導をい
ただき、立派な章をいただくことができました」と喜
んでいました。

　　宮ノ浦の岩下國治
さんが県知事表彰を受
けられ、12 月３日、役
場町長室で川添健町長
から岩下さんに表彰状
が伝達されました。
　岩下さんは、平成２
年から旧東町身体障害
者連絡協議会、平成 18
年から長島町身体障害
者連絡協議会の副会長
を歴任され、自身の障
害を乗り越え、長年に
わたり障害者の更生に尽力されました。
　表彰状を受け取った岩下さんは「これからも障害者
が積極的に社会参加できるよう努力したい」と話して
いました。

　11 月 12 日、本浦小学校で出水地区へき地・
小規模校教育連盟研究会が開催されました。
　この会では、１年生と３・４年生の２つの
学級で研究授業があり、出水地区内から 56
人の教職員が参加して、研究協議が行われま
した。
　同校は、これまで「豊かに読む力」「伝え
合う力」を育てるための研究を行ってきまし
た。音読発表会を開いたり、俳句タイムで積
極的に俳句をつくったりして表現力を高め、
国語の授業では、学習のしつけや国語の授業
の進め方についての研究を進めてきました。
　当日は、児童たちが授業に集中して取り組
み、いきいきと発表している姿が見られ、こ
れまでの研究の成果を地区内に発表すること
ができ、意義のある研究会となりました。
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Nice Sm
ile

（　）内は前月比
獅子島架橋はみんなの願いNo.

人　口　  11,912( -11)
男　性　　5,730(    -8)
女　性　　6,182(    -3)
世　帯　　4,407(    -5)

平成 20 年 11 月 30 日現在

■
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
な
が
し
ま
11
月
号
に
次
の

と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

○
10
ペ
ー
ジ
の
特
設
人
権
相
談
所

の
相
談
委
員

（
誤
）
大
堂
英
之
委
員

（
正
）
長
山
久
義
委
員

○
19
ペ
ー
ジ
の
う
ぶ
ご
え

（
誤
）
岸
森
銀ぎ
ん
し士

（
正
）
岸
森
銀ぎ
ん
じ士

○
19
ペ
ー
ジ
の
ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル

　

大
平
颯は
や
てち
ゃ
ん
の
写
真
が
ぶ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

訂
正
お
よ
び
再
掲
し
て
、
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
島
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
（
鳥
越
巧
会
長
＝
30
人
）

は
11
月
15
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
じ
さ
い
を
植
栽
し
、
町
が
進
め

る
「
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
事
業
」
の
推
進
に
一
役
買
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
門
野
の
た
め
池
の

法
面
な
ど
３
カ
所
に
、
約
１
０
０

本
の
苗
を
植
え
付
け
、
汗
を
流
し

ま
し
た
。
早
け
れ
ば
来
年
６
月
ご

ろ
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
が
、
今
後
も
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
若
い
力
を
発
揮
し
て

く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

景
観
団
体
に
８
団
体
認
定

　

11
月
14
日
、
長
島
町
ふ
る
さ
と

景
観
協
定
団
体
に
新
た
に
８
団
体

認
定
し
ま
し
た
。
協
定
団
体
は
、

主
に
国
、
県
道
沿
い
に
花
壇
な
ど

を
造
成
・
管
理
し
、
本
町
の
花
に

よ
る
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

15
号　

平
田
建
設
（
有
）

　
　

代
表　

平
田
久
明

16
号　

小
浜
老
人
ク
ラ
ブ

会
長　

下
塩
見
誓

17
号　

㈱
小
竹
組
鹿
児
島
支
店

代
表　

牧　

圭
三

18
号　
（
有
）
藤
川
建
設

代
表　

藤
川
奉
文

19
号　
（
有
）
段
下
工
務
店

代
表　

段
下
繁
利

20
号　
（
有
）
小
畑
建
設

代
表　

小
畑
明
久

21
号　
（
有
）
梅
田
水
道
工
事
店

代
表　

梅
田
徳
昭

22
号　
（
有
）
岩
元
水
道
設
備

代
表　

岩
元
忠
雄

景
観
づ
く
り
に
一
役

■
編
集
後
記

▽
１
月
号
に
ネ
ズ
ミ
似
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
載
せ
て
か
ら
１
年
が
た
ち
ま

す
。
こ
の
ネ
ズ
ミ
に
は
現
在
、
ヒ
ゲ

や
手
足
（
芽
）
が
伸
び
、
役
場
で
元

気
に
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
ど
の
よ

う
な
変
わ
り
者
の
取
材
に
出
会
え
る

の
か
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ん
、
良
い

お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。（
濱
口
）

 わ

が
ま

ち

の景観

づ
く

り

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

あじさいを植栽するジュニア・リーダークラブのメンバー

　

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
は
12

月
４
日
、
県
庁
を
訪
問
し
て
獅
子
島
架

橋
の
早
期
実
現
を
陳
情
し
ま
し
た
。

　

陳
情
に
は
、川
添
健
町
長
を
は
じ
め
、

県
議
会
議
員
、
町
議
会
議
員
、
地
元
公

民
館
長
、
地
元
女
性
ら
が
参
加
。
伊
藤

祐
一
郎
県
知
事
や
金
子
万
寿
夫
県
議
会

議
長
ら
に
、
島
民
の
獅
子
島
架
橋
へ
の

思
い
を
伝
え
、
早
期
実
現
を
訴
え
ま
し

た
。

県に架橋の早期実現を陳情

伊藤知事に架橋実現を訴えた女性たち

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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長
島
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
が
平
成
17
年
10
月
か

ら
建
設
工
事
を
進
め
て
き
た
長
島
風
力
発
電

所
の
竣
工
式
が
11
月
14
日
、
毎
床
牧
場
上
の

同
発
電
所
６
号
風
車
敷
地
内
で
あ
り
ま
し

た
。

　

式
典
に
は
、
荒
巻
康
博
長
島
ウ
イ
ン
ド
ヒ

ル
社
長
や
眞
部
利
應
九
州
電
力
社
長
ら
約
50

人
が
参
列
。
散
米
や
玉
串
を
捧
げ
て
、
安
定

稼
動
を
祈
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
山
間
部
に
設
置
さ
れ
た
同
発
電
所

は
、
出
力
２
、４
０
０
㌔
㍗
の
風
力
発
電
機

を
21
基
設
置
し
、
総
出
力
は
５
０
、４
０
０

㌔
㍗
。
年
間
発
電
量
の
約
１
億
㌔
㍗
は
、
一

般
家
庭
約
３
０
、０
０
０
世
帯
が
１
年
間
使

用
す
る
電
力
に
相
当
し
ま
す
。

　

風
力
発
電
機
は
、
翼
長
44
・
７
㍍
、
ロ
ー

タ
直
径
92
㍍
、
高
さ
は
最
高
１
１
６
㍍
に
達

し
ま
す
。
風
速
３
・
５
㍍
／
秒
（
木
の
枝
が

少
し
揺
れ
る
程
度
）
に
な
る
と
発
電
を
開
始

し
、
強
風
時
（
風
速
25
㍍
／
秒
）
に
風
車
は

発
電
を
停
止
、
28
㍍
／
秒
以
上
と
な
っ
た
場

合
は
風
下
に
向
き
を
変
え
ま
す
。

　

こ
の
発
電
所
は
、
九
州
最
大
、
国
内
で
も

最
大
級
で
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
操
業
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

21
基
の
風
車
が
操
業
を
開
始

式典で完成を祝い、電力の安定供給を祈る



日 月 火 水 木 金 土

２００９

お知らせカレンダー
広報ながしま１月

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 19時～ 22時）】

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

  12/２８ ２ ３

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

  12/２９   12/３０   12/３１ １　　　　元日

○平尾診療所 88-2595
○つばさ歯科医院 62-8519

□うらくぼ薬局 82-2539

□中央薬局 73-2907

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○つばさ歯科医院 62-8519

□かしま薬局 63-3970

□のぞみ薬局 73-2131

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■二宮医院 62-0167

○鷹巣診療所 86-0054
○水野歯科医院 82-0064

□エンジェル薬局 65-7637

□さくら薬局 63-7700

□上野薬局 72-1016

□長島調剤薬局 64-5555

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○水野歯科医院 82-0064

□しもずる薬局 64-2211

□ひまわり薬局 62-6070

□阿久根薬局 72-1017

□しおかぜ薬局 88-6011

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

☆長島町成人式
（長島町文化ホール）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●高尾野医療センター 82-0017

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎金融トラブル相談
（保健福祉センター）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）
●脇本病院 75-2121
●出水総合医療センター 67-1611

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

☆長島町消防出初め式

○平尾診療所 88-2595
○児島歯科医院 86-1266

□こがね薬局 64-1132

□会営薬局阿久根店 72-5060

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■キッズクリニック 63-7707

　　　　　成人の日

○飯尾医院 88-5040
○おてき歯科医院 63-0393

□あすか薬局 63-7322

□あじさい薬局 67-2055

□さかえまち薬局 72-0978

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎ 3 歳児歯科検診
◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

○鷹巣診療所 86-0054
○北園歯科医院 64-2151

□いまがま調剤薬局 65-7550

□神川薬局支店 72-0102

□長島調剤薬局 64-5555

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

■こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●内山病院 73-1551

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●吉井中央病院 62-3111

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
（浦底・川床・山門野）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

●上園医院 73-1055

●高尾野医療センター 82-0017

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○中島歯科医院 82-0020

□クレイン薬局 63-4300

□本町薬局 73-3233

□しおかぜ薬局 88-6011

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎獅子島母子健診
（獅子島アイランドセンター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水病院 62-0419

◎ 1.6 歳児健診
◎２・2.6 歳児歯科検診

（保健センター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

◎乳児健診
（保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●高尾野医療センター 82-0017

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

■出水総合医療センター 67-1611

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●１月１日は元日です。
　元日は「年のはじめを祝う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
●１月 12日は成人の日です。
　成人の日は「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年
を祝いはげます」ことを趣旨としています。


